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電図を連続的にモニタリングし、心音屈曲点の推定酸素摂取量を用いた(Tanaka H et 
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A. 引用文献にaerobic fitness あるいはaerobic capacity と記述されている場合は有
酸素能力と、cardiorespiratory fitness と記述されている場合は心肺持久力とした。 
 
Q. この研究の新規性はなにか。 
A. TUGあるいはチェアスタンドを用いて認知機能低下やMCIなどを判別するためのカット
オフ値を求めた研究は諸外国には散見されるが、日本人を対象にしたものは見当たらな
い。日本人を対象にTUG、チェアスタンドを用いて認知機能低下のカットオフ値を求めた
点、及びTUGとチェアスタンドを組み合わせて認知機能低下者を検出する方法を検討した
点において新規性がある。また、地域ベースで高齢者の有酸素能力を測定した点と客観
的測定方法による身体活動と有酸素能力を同集団に同時期に評価し、認知機能との関連
を調査し、認知機能低下には有酸素能力が関連することを明らかにした点において新規
性がある。 
 
Q. 感度が50％ということはランダムに選んでも50％ということに等しく何ら意味がない
のではないか。用いた認知機能検査のカットオフ値は先行研究では高い感度・特異度を
示しているものの、それはある特定の集団における結果であり、本研究において先行研
究と同じカットオフ値を用いてよかったのか。 
A. 決定したTUG、チェアスタンドのカットオフ値での感度・特異度は、それぞれ50％・
70％、52％・81％であるから2つの測定を単独で用いるには検出力が弱い。そこで、2つ
の測定を組み合わせて用いる方法を検討した。決定したカットオフ値で、2つの身体機能
評価の少なくともどちらか一方に該当した場合を陽性とした場合、感度が78％と高くな
ったため、組み合わせて用いることでスクリーニング方法として有用であると判断し
た。浦上式認知機能検査のカットオフ値については、今後の課題とする。 
 
Q. TUGとチェアスタンドは独立したマーカーであるというには、他にも複数の検査を行
ったのか。TUGとチェアスタンドを選択した理由は何か。 
A. 福岡大学基盤研究機関身体活動研究所がこれまで実施した「那珂川研究」において測
定した多数の身体機能評価の中から認知機能に関連が認められたいくつかを選択して
「柳井研究」で実施した。本研究では、認知機能との関連が認められたTUGとチェアスタ
ンドを用いて認知機能低下のカットオフ値を求めた。  
 
6.審査委員会の結論 
本学位申請論文は、口頭試問のいずれの質問にも適切で明確な回答を得た。よって、審
査委員合議の結果、試験は合格とした。 
 
 
